
2

・地球儀と世界地図

4

・緯度・経度 ・地軸の傾きや自転・公転による影響を理解する

・日本の位置と領域 ワークシートの提出

・地図の種類

・地形図のルール

5 ・主題図の種類と読み取り ・さまざまな種類・表現の地図を取り上げ，その役割について考える。

・地理情報システムと地図 ・主題図の読み取りを通じて地理的事象の分布の特性を把握する。

・地理情報システム（GIS）の活用例を確認する。

・国境をこえる人々の移動 ・主題図や統計資料を読み取り，国際移動の現況を考察する。

・拡大する貿易

6

・文化の地域性と多様性 ワークシートの提出

・宗教と人々の暮らし

・生活文化と自然環境①　地形 ワークシートの提出

・生活文化と自然環境②　気候

7

9

・食生活と農業の分布

10 ・工場立地の変化

・新興工業国と先進国との工業に違いが生じる理由について理解する。 ワークシートの提出

11 ・資源・エネルギーの偏在

ワークシートの提出

第3節　人口問題 ・発展途上国の人口問題

第2章　資料から
読み取る現代世
界

第１学期中間考査

第１学期期末考査

第２編　国際
理解と国際協
力

第１節　私た
ちが暮らす世
界

第１編　地図や地理情
報システムでとらえる
現代世界
第1章　地図と地理情報
システム

第２節　地図や
地理情報システ
ムの役割

第1章　人々の
生活文化と多
様な地理的環
境

第3節　生活文

化と自然環境②

気候

第４節　生活文
化と社会環境①
産業

第２章　さまざま
な地球的課題と
国際協力

第2節　資源・エ
ネルギー問題

令和8年度　シラバス

月

第 1 学年
教 科 書

副 教 材

地理総合 単 位 数教 科 　単位科 目地歴公民

１　学習の到達目標

東京書籍「地理総合」、山川出版社「詳解現代地図　改訂版」

最新地理図表GEO （第一学習社）

　社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い 視野に立ち，グローバル化
する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者 に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。 （1）  地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組など
を理解するとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な 情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に付けるようにする。 （2）  地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，
人間と自然環境との相 互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察 し
たり，地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した り，それらを基に議論したりする
力を養う。 （3）  地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究， 解決しようと
する態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵 かん 養される日本国 民としての自覚，我が国の国土に対
する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとするこ との大切さについての自覚などを深める

２　学習の計画及び評価方法

学 級

学習内容や学習活動単元名
評価の
材料等

第２学期中間考査

授業中の様子

定期考査

学習項目

グループワークへの取
り組み

グループワークへの取
り組み

グループワークへの取
り組み

グループワークへの取
り組み

・地球を平面の地図では正確に表現できないことを理解し，地図の種類に応
じた用途の多様性を考える。

・領土問題発生の背景が国益の衝突にあることをふまえ，問題を平和的に解
決するための方法について考える。

・主題図や統計資料を読み取り，観光客の国際移動の特徴，観光客数の増
加の社会的背景と課題について考察する。

・グローバル化の具体的な事象を通して，利点と課題を考察する。

・統計を用いて，原油価格の推移とその背景について国際政治・経済との関
わりから考察する。

確認問題の実施

定期考査

・写真や具体例を用いて，文化とその多様性について理解する。

・地図を用いて，世界の宗教分布について歴史的背景を含めて理解する。

・気温や降水量に地域差が生じる原因を理解し，それらが衣食住に与える影
響を考える。

・気温や降水量に地域差が生じる原因を写真を用いて理解する。

・雨温図の読み取り方を学び，気候区ごとの特徴を理解する。

・自然環境の面から，食生活の地域差について理解する。

・写真や主題図を用いて，世界の食文化の多様性と農業の地域性について
考察する。

・世界各地における，太陽高度や昼夜の時間の季節変化と，標準時を確認
し，緯度や経度との関係について考える。

グループワークへの取
り組み

・つながる世界，多極化する世界

確認問題の実施

・写真を用いて，自然環境とそれに対応する人々の生活の様子を把握する。

・環境問題の発生が，人間の活動によって引き起こされていることを理解す
る。

・化石燃料から再生可能エネル
ギーへ ・再生可能エネルギーへの関心が高まった背景を理解し，再生可能エネル

ギーの割合が拡大しない要因を考える。

・統計や主題図を用いて世界の人口分布と人口増加の特徴を把握し，その
背景について考察する。

授業中の様子

確認問題の実施

授業中の様子

確認問題の実施
・地球環境問題

定期考査

授業中の様子



第6節　民族問題 ・民族問題・難民問題

12
・民族問題の歴史的背景について，具体的な事例をあげて考察する。

1 ・地震災害・津波災害

・都市と自然災害

・防災・減災と復旧・復興

ワークシートの提出

2
・過去の災害の記録が今後の災害の軽減につながり得ることを理解する。

・地域調査１　資料調査

3 ・地域調査２　野外調査

・まとめと発表

３　評価の観点

４　評価方法　

５　担当者からのメッセージ

確かな学力を身につける
ためのアドバイス

授業を受けるに当たって
守って欲しい事項

　　地理は『人間が地面の上でどのように生活するか』を学びます。地理の学習では，事象の原因や要因， 問題
点をみつけ，その過程を理解したり，その原因を探り問題解決に向けて考えることが大切です。ですから，「何が
どこにある」を多く覚える（暗記）ことがゴールではありません。「何故そうなるのか」という，地理的なものの見方や
考え方を身に付け，物事に対する分析能力や表現力を習得することが本当の学力に繋がります。

・プリントを綴じることができるファイルを準備してください。各考査ごとに確認を行います。
・地理特有のわからない地名がでた場合は，必ず地図帳で各自確認する習慣を身に付けるようにしてください。
・授業内で行う活動には積極的に参加しましょう。せっかくの集団授業ですから、仲間と学びを深め合えるようにし
ましょう。

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に

取り組む態度

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活
文化の多様性や，防災，地域や地球的課題
への取り組みなどを理解している。また、
地図や地理情報システムなどを用いて，調
査や諸資料から地理に関するさまざまな情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている。

地理に関わる事象の意味や意義，特色
や相互の関連を，位置や分布，場所，人
間と自然環境との相互依存関係，空間的
相互依存作用，地域などに着目して，概
念などを活用して多面的・多角的に考察
したり，地理的な課題の解決に向けて構
想したりすることができる。

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断
力，表現力等を身に付けたりすることに向
けた粘り強い取り組みを行おうとしている。
また，粘り強い取り組みを行う中で，自らの
学習を調整しようとしている。また、地理に
関わる諸事象について，よりよい社会の実
現を視野にそこで見られる課題を主体的に
追究，解決しようとしている。

・定期考査
・課題レポート
・授業内ワークシート
・授業内プレゼンテーション発表

・定期考査
・課題レポート
・授業内ワークシート
・授業内プレゼンテーション発表

・課題レポート
・授業内ワークシート
・授業内プレゼンテーション発表

第１章　自然
環境と防災

授業中の様子

グループワークへの取
り組み

確認問題の実施・地形の特性と自然災害との関係性について，主題図や衛星画像などを用
いて考察する。

・身近な地域の課題に対して異なるスケールを織り交ぜて考察し，調査テー
マを設定する。

・調査結果に応じた，まとめ方や発表形式を選択し，身近な地域の課題解決
に向けた発表を行う。

第３編　持続
可能な地域づ
くりと私たち

評価の材料

評価の観点

評価方法

観点の趣旨

定期考査学年末考査

第２章　生活
圏の調査と地
域の展望

定期考査第２学期期末考査

・ヨーロッパで起こった難民危機を手がかりに，難民と民族問題について理
解する。

・難民が発生する原因や，民族問題の背景について考える。

・日本列島の地帯構造とプレートの境目の主題図を用いて，日本の地形の
特性について考察する。

・地形の特性と人々の生活との関係性について，主題図や衛星画像などを
用いて考察する。


